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１　施設の概要

～

① ④

② ⑤

③ ⑥

計 人 計 人 計 人

２　施設の利用実績等

社会福祉法人千曲市社会福祉協議会

通算17年

主な業務内容

区　　分

平成18年度

令和４年度　指定管理者の管理運営状況　評価表 14

初協定

職 員 体 制

指定管理者
住　所

指定期間 令和3年度

所在地

所管課 こども未来課

施設の名称 千曲市大字桑原1826-1（昭和56年建）稲荷山児童センター

千曲市大字戸倉2388番地

小学生 13,660 95% 13,776 101% 15,422

令和２年度

代表者 会長　島谷 正行

令和４年度

令和7年度

5

施設及び設備の維持管理に関すること

（5年間）

4

令和３年度 令和４年度

令和３年度

施設の管理及び運営に関すること

乳幼児 3 3% 40 1333% 32
大人 3 6% 39 1300% 25

80%

5

112%

64%

13,666 94% 13,855 101% 15,479

112%

人　数 対前年度比（％） 人　数 対前年度比（％） 人　数 対前年度比（％）

管
理
経
費
収
支

項　　目 金　額（円） 対前年度比（％） 金　額（円）

コロナ感染拡大防止対策事業補助金

特記事項
（増減理由）

小学生の利用者数の増加は、主に１・２年生の増加による。

令和２年度 令和３年度 令和４年度

利 用 状 況

対前年度比（％）

収
入
の
部

(

a

)

指定管理料 9,632,458 103% 9,303,597 97% 10,157,589 109%
542%

対前年度比（％）

処遇改善補助金 99,064

金　額（円）

537,278
497,662 0%

266,381 92% 308,436 116% 311,465 101%

108%合　　計 9,632,458 103% 9,900,323 103% 10,694,867

費
用
の
部

(

b

)

人件費 8,902,982 103% 9,436,126 106% 9,098,574 96%
事務費

152%
管理費 332,347 108% 947,501 285% 439,677 46%

事業費 130,748 70% 139,241 106% 212,107

合　　計 9,632,458 103% 10,831,304 112% 10,061,823 93%

特記事項
（増減理由）

管理費は、令和３年度に印刷機修理、ガラス修繕があったことにより、４年度は減少となった。利用者数の増加により、
事業費（消耗品費）が増加となった。処遇改善補助金は、令和４年２月から国庫補助事業を活用し、令和３年度は２・３
月分（２か月分）のみで、令和４年度は１年間分のため、大幅増加となった。

10,694,867 108%管理経費・自主事業収入合計

イベント用品

損　　益  (a)-(b) 0 -930,981 633,044

対前年度比（％） 金　額（円） 対前年度比（％）金　額（円） 対前年度比（％）

共募配分金

9,632,458 102% 9,900,323 103%

合　　計 0 0

事務用品

謝金

金　額（円）

0

損　　益  (a)-(b) 0 -930,981 633,044
9,632,458 103% 10,831,304 112% 10,061,823 93%

0

令和２年度 令和３年度 令和４年度

自
主
事
業
収
支

項　　目

収
入
の
部

(

a

)

費
用
の
部

(

b

)

0合　　計 0

合　　計

令和２年度

管理経費・自主事業費用合計

令和２年度 令和３年度

●自主事業の実施状況

内
容

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、自主事業は実施しなかった。

令和４年度

損　　益  (a)-(b) 0 0 0



３　評　価

判定 評点

1 施設管理① b

2 施設管理② b

3 報告書提出 b

4 職員体制 b

5 人材の育成・研修 b

6 利用者への対応 b

7 危機管理① b

8 危機管理② b

9 個人情報の保護 b

10 情報公開 b

11 連絡調整 b

判定 評点

12 維持管理 b

13 清潔の保持 b

14 再委託業務等の妥当性 b

15 備品の管理 b

16 修繕 b

判定 評点

17 自主事業の適切な実施 -

18
利用実績及び施設の稼働
率

b

19 職員間での情報共有 b

20 広報・ＰＲの実施 b

21 利用者アンケート等の実施 b

22
利用者アンケート等の
施設運営への反映

b

23 利用者対応 b

24 環境への配慮 b

25 苦情等の対応 b

26 地域貢献 b

判定 評点

27 経理事務 b

28 予算執行 b

29 収入増加の取組み -

30 経費節減の取組み b

2

合計 8点

総合
評価

B

収支状況

指定管理業務会計と自主事業や団体の会計を区別して、適正に管理しているか。

収支予算書に基づき、適正に予算を執行しているか。

収入増加への取り組みを行い、その効果があったか。

経費節減への取り組みを行い、その効果はあったか。

運営業務及びサービスの質の向上

施設の設置目的に沿って、利用促進やサービス向上を図るための自主事業を、事
業計画書に記載したとおり適切に実施しているか。

2

施設の利用者数や稼働率は適正であるか。また、利用促進に向け積極的に取り組
んでいるか。

職員間で、適切に各種情報の共有化が実現されているか。

当該施設について、広報誌やＰＲ誌を作成するなど、具体的な取組みを実施し、
潜在的な利用者にアピールしているか。

利用者アンケート等を実施し、利用者の意見及び要望等を把握しているか。

利用者アンケート等で把握した意見及び要望等を、施設運営に反映させている
か。

施設の予約や利用等が公平かつ適切に実施されているか。

省資源・省エネルギー、廃棄物減量等環境への配慮がされているか。

利用者の苦情等に対して迅速かつ適切に対応しているか。

地域や地域住民との交流・連携に関する取組みを実施し、地域交流の支援を実施
しているか。

施設・設備の維持管理

建物、設備の保守点検・管理等を適切に行っているか。

2

利用者が快適に利用できるよう、清掃等適切に行っているか。

再委託されている業務の範囲は適切であり、事前に市の承認を受けているか。

施設の備品を適切に管理しているか。

必要な修繕は適切に実施され、市に報告しているか。

評価項目

実施体制

施設の設置目的が十分機能しているか。

2

協定書に定められた開館日や開館時間等を遵守しているか。

協定書等で定められた事業計画書・報告書等は提出しているか。

施設の管理運営にあたる人員（人数、有資格者）を適正に配置しているか。

施設の設置目的を実現するために必要な人材を育成する取組み（教育・研修）を
実施しているか。

利用者に対する職員の接客マナー（言葉づかい、態度、服装等）は適切か。

危機管理に関するマニュアルが整備され定期的に訓練等を行っているか。

事故・災害等の緊急時の対応体制は確立されているか。

個人情報に関する規定を設け、個人情報を保護するための対策がされているか。

情報公開に関する規定を設け、情報を適切に管理、公表しているか。

市や関係団体等との連絡調整を適切に行っているか。

◎判定基準
ａ 協定等で定めた水準以上に独自の新たなサービスを提供した管理運営を行うことができた
ｂ 協定等で定めた水準の管理運営を行うことができた
ｃ 一部協定等で定めた管理運営を行うことができなかった
ｄ 不適切な管理運営が行われた

◎評点
・各項目の評価にａがあり、その他はｂである …3点

・各項目の評価がすべてｂである …2点

・各項目の評価にｃがあり、ｄはない …1点

◎総合評価

Ａ（特に優れていると認めるもの） 合計 10点以上

Ｂ（適正であると認めるもの） 合計 7～9点
Ｃ（さらなる努力が必要） 合計 4～6点


